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《ロ シ ア語 テ キス ト研究 とデ ータベ ー
ス》

安　藤 厚 （北大）

　ロ シ ア 語 データ ベ ー
ス を利用 し た コ ン コ

ー
ダ ン ス 作

成 ・テ キ ス ト研究は ，
こ の 5 年 ほ どで 急速 に 発展 して

きた が，技術的 に も， 研究テーマ ・手法 の 面 で も，未

だ試行錯誤 の 段階で ， 幅広 い 研究経験 の交流が望 まれ

る。本 ワーク シ ョ ッ プ で は ，

’F成 10− 12 年度科学研

究費 に よ る共同研究
「 18− 20世紀 ロ シ ア 小説 の 文体

の 計量的 ・総合的比 較研究」 （研 究代表者 ：灰谷慶三 ，

安藤厚 ；課題番号 ： io410106）の
一

環 と し て，現在利

用可能な ロ シ ア語 リソ
ー

ス，ア プ リケーシ ョ ン につ い

て の 情報交換，また 研究 テ
ー

マ
・
手法 の 上 で の さ ま ざ

ま な ア イ ディ ア に つ い て，テ キ ス ト研究の 実例も含 め

て発 表 を行 っ た。

カ ラ ム ジ ン に おける造語法 に つ い て

　 一 ラ ヂ シ チ ェ フ と比較 し て

浦 井 康 男 （北大）

　 こ れ まで に 作成 した 三 つ の lemmatized　concordance

の 語彙統計 に 他 の データ も加え て ， ラヂ シ チ ェ フ
ー・カ

ラ ム ジ ン→プー
シ キ ン に お け る語彙的 ・文体的発展を

た どっ て い る が，そ の 中 で 語 彙 的 意 義 を 持 つ 語

（nOJHO3HaqHOe 　 C。10BO ）　と機倉1…言吾 （C．iyme6Hoe 　C，コOBO ）

で分析手法を変 え る必要が あ る こ とが 分 か っ た。後者

で は 時間的推移 の 中で の 使用 頻 度 の 増減 が 語 彙 体 系 で

の そ の 語 の位置を決 め る 要因に な るが ， 前者で は頻度

の 違 い は単 に 主題 の 相違 で し か な い。こ こ で は造語体

系 に 着目 し ，
二 作家 の 語彙体系の 比較 を行 っ た 。 詳細

は 『ス ラ ヴ学論叢 』 5−1 （2001） に 掲載 の 論文 を参照 。

『オブ ロ ーモ フ 」 に おける嗜好飲料

大 西 郁 夫 （北大）

　電子 データ を用 い る利 点 の ひ とつ に キ
ー

ワ
ー

ド を一一一

瞬 に して 検索 ， 網羅 で き る こ と が ある。こ れ を利用す

れ ば文学作品 に お け る 特定 の 語 の 出 現 箇所 の 追跡 が か

な り容易 に な る 。 また 同時代的な コ ン テ ク ス トを把握

す る た め の 他 の 作品 と の 対比 も， 電子 データ を利用 す

れ ば か な り作業 を軽減 で き る 。
こ こ で は ゴ ン チ ャ ロ ー

フ の
『
オ ブ ロ ーモ フ 』 を対象 に コ ー

ヒ
ーや ウ ォ トカ と

い っ た 嗜 好 飲料 の 出現 の 様 子 と作品 に お け る そ の 意味

を再検討 した 。 詳細 は 本号掲載 の 論文 を 参照 。

『
カ フカ

ーズの捕虜』 3作品の 語彙比較

木　村 崇 （京大）

　プー
シ キ ン，レ ール モ ン トフ ，

レ フ ・トル ス トイは

『
カ フ カ ーズ の 捕虜』 とい う同名 の 作 品 を残 して い る。

こ れ らの 作品に は ロ シ ア
・オ リエ ン タ リズ ム の 諸相 が

反映 され て お り，近年の
「
十把

一
か らげ」 的な オ リエ

ン タ リズ ム 論 に 影響 さ れ た ロ シ ア 文 学研究 を批 判 的 に

検証 す る、ヒで，格好 の 材料を提供 して い る 。
3 作品中

か ら オ リエ ン タ リズム に 関わる と思われ る共通語彙を

抽出 し ， そ れ らが 作者 た ち の ど の よ うな 東洋観 の 産 物

で あ る か を 考察 し た。詳細 は
『
ス ラ ヴ学 論叢』 5−2

（200D に 掲載予定 の 論文を参照。

　　 コ ーパ ス 利用に よ る語彙分析

言語学 と文学研 究 の 新た な出会 い を め ざし て
一

三 谷 惠 子 （京大）

　Macintosh 用 テ ク ス ト処 理 プ ロ グ ラ ム （Conc，

TextUtil，　 MonoConc な ど） を 利 用 し， 文学 作 品 の

コ ーパ ス に基 づ く語彙分析 の サ ン プ ル を示 した 。 具体

的 に は，19世紀 か ら現代 まで の さ ま ざ まな 文学作品

を分 析対 象 と し，以 下の よ う な 試 み を提示 した 。

  あ る鍵語 に対 す る共出現語 の パ ター
ン か ら，鍵語 の

　意味特性 を探 る。

  正 規 表 現 検索 を 用 い て，動作主 を表 す・Te 」 b 派 生 形

　態素を持つ 語彙 を取 り出 し，作品や時代 に よ る分布

　 を明 らか に し ，
ロ シ ア 語 の レ キ シ コ ン が た どっ た 変

　 遷 の
一

端 を知 る。

　詳細 は 『
ス ラ ヴ学論叢 』 5−1 （2001） に 掲載 の 論文

を参照 。
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